
CTP 出力依頼書
■お客様名 ■ご担当者様

TEL. ― ― FAX. ― ―

■納品 □上記と同じ □要連絡
□指定先 ご担当者様

□ご来社 TEL. ― ―
■ご希望納期

月 日 AM・PM ：

※深夜・休日等でご担当者様と連絡が取れない場合、作業を保留させていただくことがあります。

■出力ファイル名 ■出力見本【□有り・□無し】
※出力トラブルを防ぐためにも出力見本を
添付するようにしてください。

■入稿メディア □FD（ 枚）□MO（ 枚）□CD（ 枚）□HD（ 枚）
□その他（ ）

※ご入稿のメディアにつきましては、必ずバックアップを行ってからお持ちください。

■使用OS □MacOS（ ） □その他（ ）

■使用アプリケーション□QuarkXPress （ver. ） ■貼込みデータ 【□有り・□無し】
□Adobe Illustrator（ver. ） ■オーバープリント設定
□Adobe Photoshop（ver. ） 【□有り・□無し】
□Adobe InDesign（ver. ）
□Adobe PageMaker（ver. ）

□その他（ PS・PDF・PDF/X-1a ）

■使用フォント
和文フォント □OCF □ NewCID □ Opentype
モリサワ □細明朝体 □中ゴシック体 □リュウミン（R・M・B・H・U）

□太ゴB101 □太ミンA101 □見出しゴMB31 □見出しミンMA31
□新正楷書CBSK1 □新ゴ（L・R・M・B・U）
□じゅん（101・34・501） □ゴシックMB101（B・H・U）
□M中ゴシックBBB・LリュウミンL-KL
□その他（ ）

フォントワークス □ロダン（ ） □マティス（ ） □スーラ（ ）
□セザンヌ（ ） □その他（ ）

ダイナフォント □100書体 □150書体 □その他（ ）
□ビブロス外字
□その他（ ）

欧文フォント

※欧文フォント使用時はなるべくPSフォントを添付してください。
※その他フォントに対する対応はご相談ください。

連絡事項；

■出力ページ □全ページ（ P.） □指定（ ～ ）

■色数・台数 色× 台

■分版 □要 □不要 □プロセス分版（C・M・Y・K） □特色（ ）

■線数 □100L □133L □150L □175L □200L □その他（ L）

■Uカット □425 □550 □780 □830 深さ（ mm）

■背丁・背標 □付ける 背丁名（ ）

□付けない

■面付け □16面付け □8面付け □4面付け □2面付け

□付け合わせ □その他（ ）

■綴じ位置 □左綴じ □右綴じ

■製本仕様 □中綴じ □アジロ綴じ □無線綴じ （ ）

■簡易校正 各 枚

■プレートレイアウト指示
※大貼りや面付け指示、アクセサリー等の指示をして下さい。
ドブ幅、ページ中心トンボおよびセンタートンボの有無、ページ番号も記入してください。

有限会社 旭製版
〒130-0024 東京都墨田区菊川 1丁目3番10号
TEL.（03）3635-2638 FAX.（03）3635-2750
e-mail：asahi-seihan@joy.ocn.ne.jp

受注No. 入稿日時 月 日 ：

版サイズ ヨコ ( )
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←くわえ( )

プレート版厚( 0. ) 用紙サイズ( × ) □A判 □菊判 □B判 □四六判

※指示のない場合、アプリケーションの設定が
無効となる場合があります。指示がある場合は
連絡事項に記載して下さい。



・データのバックアップは必ず行って下さい。
・出力サンプルは必ず全ページ添付して下さい。
・使用フォントの記載が無いものは文字化け等が起き、事故の原因になります。
・データの圧縮は基本的に行わないで下さい。画質の低下や破損が起きることがあります。
・違うバージョン間でのデータコンバートは基本的に避けて下さい。
・MacのデータではTrueTypeフォントは使用できません。
・OCFフォントとCIDフォントの混在されたファイルは基本的に出力できません。
フォントのタイプを必ず確認して下さい。
・外字フォントの使用に際しては特に前もって確認してください。
・JIS9区から15区及び84区7点以降の使用は注意して下さい。
必ずPSレベル2プリンタでの出力確認を行って下さい。
・貼込画像ファイルは必ず引用側ファイルと同一階層上に保存し、リンクは必ず確認して
下さい。
・貼込画像は引用側での拡大縮小、回転は行わないで下さい。必ず発行側の画像を修正して
下さい。
・特色を使用の際は必ず当社技術担当と前もって打ち合わせ下さい。

◆Photoshopについて
・保存はEPSを推奨します。場合によってはTIFF保存の画像を使用してもかまいません。
その他のフォーマットは必ず当社技術担当と前もって打ち合わせ下さい。
・EPSのJPEG圧縮形式を使用する場合は『最高画質／低圧縮率』でお願いします。
・RGBデータは出力出来ません。CMKYに変換して下さい。
・グレースケール及びフルカラーでの解像度は原寸で350dpiで作成して下さい。
・線画データの解像度は原寸で1200dpiで作成して下さい。
・パスでの切り抜きはクリッピングパスで保存して下さい。
・保存の際に「ハーフトーンスクリーン情報・トランスファ関数・カラーマネージメント」
等に関しては、基本的にチェックを外して下さい。
・出力用貼り込み画像は、出来るだけ統合した1枚ファイルにして下さい。
・フォントデータ・ベクトルデータは残さないようお願いします。

◆InDesignについて
・InDesign2.0で作成する場合、使用するフォントはCIDをおすすめします。
OCFフォントはサポートされておりません。
・特に意図する以外はカラーマネージメントの設定ははずしておいて下さい。

◆PSファイル・（PDFファイル）に関しましては弊社Trueflow用の「PPD」が必要になるなど、
若干の制約がありますので、お問い合わせ下さい。

◆PDF/X-1aの入稿について
・PDF/X標準化を間近にしてPDF/X-1a入稿をお勧めしますが、世界標準のため解像度制限が
ありませんので注意して下さい。
・最終的な入稿データには基本的に検証スタンプを添付して下さい。

◆Illustratorについて
・保存は同一バージョンでお願いします。
・不必要なオブジェクトは必ず削除して下さい。
・Illustratorファイルに対して貼込みがある場合は保存の際、必ず「配置された画像を含む」を
チェックして下さい。
・墨版ベタの文字及びアイテムに特に意図がない場合、オーバープリントを全てチェックして下さい。
意図して特別にオーバープリントを設定している場合は、その旨を記載して下さい。
・罫線指定で「塗あり線なし」の指定は出力出来ません。
・パターンの使用は出来るだけ避けて下さい。
・トンボは「作成→トリムマーク」のトンボを使用し、0.3pt以下CMYK全て100％の指定にして
下さい。
・特色物のファイルは、出来るだけYMCKに置き換えて作成して下さい。
・スポットカラーの確認を必ず行って下さい。
・配置画像を必要に応じて埋め込む場合でも、必ず画像は別に添付して下さい。
・Illustrator9以降で透明効果が使用されている場合、保存の際は書類設定の透明ウインドゥで、
『画質／速度』のスライダ値を右端に設定して下さい。

◆QuarkXPressについて
・カラーの作成はCMYKで行い、プロセスカラーの設定をして下さい。
・画像ボックスのバックグランドは通常「白」にして下さい。
・トラップの設定は、「自動トラップの方法→絶対」「自動値→0pt」「不特定カラー→0pt」
「オーバープリントの限界→95％」に設定し、「白を無視」のチェックボックスをオン、
「プロセス」のチェックボックスをオフにして下さい。
・XTensionを使用の際には必ず注意事項に記載して下さい。
当方に同じXTensionが無いと出力できないものがあります。
・行送りの設定は自動を使わないでください。文字の位置がずれることがあります。
・和文フォントのボールドは、使用しないでください。出力できません。
・フレーム設定の飾り罫はできるだけ避けるようにしてください。

◆Page Makerについて
・文字間隔は無指定にして下さい。文字の位置がずれることがあります。
・網掛け／枠囲みは4c分版できません。
・画像を割り付ける際は、グラフィックデータは保持しないでかまいません。
・和文フォントのボールドは、使用しないでください。
・スプレッド出力はできません。
・スミのケイ線はデフォルトではオーバープリントが入っていません。特に意図がない場合
はオーバープリントのチェックボックスはオンにして下さい。

※その他ご不明な点があれば、当社技術担当にお問い合わせ下さい。

◆◆◆◆◆◆◆注意事項◆◆◆◆◆◆◆


